
アカデミックカフエ(気軽に学べる講演会) 

第 21 回 放送大学研究発表会 

記念講演：「メディアと社会的リアリティの再帰性について」 

講 師  放送大学北海道学習センター客員教員  鈴 木  純 一  氏 

【概 要】 

我々は世界や社会環境を「メディア（マスメディア、ネット、SNS

等を含む）」を通して認知します。むろん、常に「事実（＝真実？）」

が伝えられているとは限りません。意図的なニセ情報かもしれませ

ん。近年、このような疑念は極めて強く意識されるようになりまし

た。ただし、このような疑念自体も、多くの場合、「メディア」を介

して喚起されてきたものです。他方、思想史に目を向ければ、我々

の生活の支えとなっている背景知＝「リアリティ」も、社会的に「構

築」され共有されたものであると考えられるようになってきました。

とはいえ、このような思想そのものも、やはり「構築」されたもの

と見なされることになります。「メディア」や「知」が本来もつ（も

たざるをえない）このような再帰的特徴に今回は着目し、具体的かつ理論的に展開してみます。そし

て、変化しつつある現代メディア社会を考える際に、この観点からどのような視界が拓けてくるか

について、皆さんと一緒に探ることができれば、と考えています。 

講師プロフィール 

1959 年生まれ 

本年 3 月まで北海道大学大学院メディア・コミュニケーション研究院特任教授。 

専門はドイツ語圏を中心とする社会思想・美学・文学。 

現在は放送大学北海道学習センター客員教員。北海道大学名誉教授。 

 

放送大学 研究発表 

発表１ テーマ 「現代におけるアーバニズム論の展開について」 

  放送大学大学院文化科学研究科 博士後期課程 在学中 熊 谷 寿 二 氏 

発表 2 テーマ 「漢詩と公共空間—五日市学芸講談会の考察—」 

  放送大学教養学部 人間と文化コース 在学中 谷 口 玲 子 氏 

日  時： 2025 年11 月 22 日(土) 受付 12:30 開始 13:00-17:00 

会  場：放送大学北海道学習センター 6Ｆ 大講義室 / Zoom 同時配信 

札幌市北区北 17 条西 8 丁目北大構内(地下鉄北 18 条駅から徒歩 10 分～15 分) 

主  催：第 21 回放送大学研究発表会実行委員会 共  催：放送大学北海道学習センター 

後  援：北海道教育委員会・札幌市教育委員会  参加費：無料 
問合せ先：E-mail juukichi1949@gmail.com  FAX 011-215-8468  電話 090-2058-4453 
Zoom ミーティング ID：299 177 3987 パスコード：kouryu 
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